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文化・社会におけるジェンダー秩序の検討

研究代表者　杉原名穂子

1.成果の概要

本年度は2回の研究会と懇話会を行い,そこでの発表･討論を通して,現在

におけるジェンダー研究の動向とその意義,方向性について検討した｡特に,

本年度は,実際の社会での女性問題-の取り組みに,人文学的なジェンダー研

究がどのように関係できるのか,ということにもっぱら重点をおき,その間題

の検討を行った｡

まず, NPO法人ウイメンズサポートセンターにいがたの西洋真知氏に,女性

問題,特に暴力を中心とした差別問題に取り組んでいる立場から, 25年前から

現在に至るまでのジェンダーの問題について報告を行ってもらい,その取り組

みの経緯を通して,今,ジェンダーについて何が必要とされているかについて

議論を行った｡

また,佐山光子氏は,自らが研究代表者をつとめる科学研究費(基盤研究c2

研究課題｢不妊おょび不育症夫婦における性役割意識の変化とセクシュアリ

ティ｣)での研究成果について発表を行った｡佐山氏は, ｢医療の領域において

は,不妊治療と｢セックス｣ ｢セクシュアリティ｣が取り上げられることは少な

く,とくにジェ㌣ダー視点から切り込んだものはほとんどない｣として,ジェ

ンダー視点を持った不妊相談･支援プログラムの構築の必要性を訴えた｡イン

タビュー調査にょる研究成果について報告の後,人文的なジェンダーの視点

が,どのように女性の支援という実践課題と融合できるのか,討論した｡

2.具体的な成果

西洋氏は,暴九特に女性への暴力の問題ににいがたという地域で25年にわ

たって取り組んできたが,そこでの具体的な成果や進展(裁判支援,司法支援,

シェルター設置など)と,今後必要な課題(DV防止法の問題,子どもへのサポー

ト支援,女性の経済的問題など)について本研究会で報告をおこなった｡そ
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して
,
それらの具体的な実践活動を通 し, また, 高齢者介護で の暴力など, 今

後さらなる問題解決に取り組むためにも, 今必要なの は, ｢ 女性 へ の暴力+ と い

う総合的な視点であり, それをそなえた法律である , と の べ る ｡ か つ て は , 認

識されなか っ た暴力問題を, D V ( ドメ ス テ ィ ッ ク
･ バ イオ レ ン ス) として認識

するよう にな っ た ことは , 問題 へ の取i) 組みをうながす上で大 い に貢献した ｡

ジ ェ ン ダ ー と い う視点は , 家庭と い う私的な領域 で行われて い た暴力行為を,

｢ 暴力+ と して定義する上 で大 い に貢献した ｡ しか し, 残されたさまざまな課題

に取り組むには, 単に個 々 に発生する ｢ 夫婦間+ の暴力 - の対処療法的な取り

組みだけでなく, それが ｢女性の問題+ であり, 家父長制と いう土壌の中でお

きて い る ことを把握する必要がある ｡ ジ ェ ン ダ
ー の 概念は, その 総合的視点を

提供する役割が期待さ れ て い る こ と , また , 家父長制と い う権力作用を問題に

するジ ェ ン ダ
ー

に は反発 ･ 反作用も当然生 じる の で あり, その バ ッ ク ラ ッ シ ュ

問題に つ い て考慮する必要がある こと , の 2 点が指摘された ｡

佐山氏は, 1 9 9 6 年にお こな っ た不妊治療研究の参加者の中か ら, 縦断研究と

して ライ フ ･ ス ト ー リ
ー

に焦点をあてた非標準化面接調査を実施, グ ラ ウ ン

デ ッ ドセ オリ ー

ア プ ロ ー チ により逐語録デ ー タ の 比較分析を行 っ た研究成東に

つ い て報告した ｡ その結果, 不 妊治療が女性に割り当てる ｢ 調整役割+ 7う
ミ存在

する こと , ま た不妊治療をうける夫婦の心理情緒的なス ト レス に は , ｢ 夫婦の 関

係性と性別役割観+ ｢ 男女の生殖能力意識+ ｢ 夫婦 の 治療姿勢+ ｢ 注意からの 妊娠

圧力+ が複雑にからみ あ っ て い る こ とを指摘する ｡ そ こ で は , ジ ェ ン ダ
ー は ,

治療を行うもの の心理的プ ロ セ ス , 関係性 の 変化の プ ロ セ女に注目し, ミ ク ロ

に作用する力作用を抽出して いく上で , 必要な鞍念とな っ て い た ｡ 医療 の場に

お い て , 女性 の性と生殖の健康と権利 ( リ プ ロ ダク テ ィ ブ ヘ ル ス ライ ツ) を保

障し, 不妊治療に対する女性の自己決定を文枝するために は, そ して 医療の現

場で の プロ グ ラ ム構築 (保健医療教育
･ 訓練 に お ける ジ ェ ン ダ

ー 視点をも っ た

教育プロ グラ ム の開発 ,
およ び医療の場における相談

･ 支援アプ ロ ー チ等) に

は
,
ジ ェ ン ダ ー 視点をも っ たアプ ロ

ー チが重要である ことがあらためて指摘さ

れた ｡
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